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(ro一号)cr(LJ)十 号 †笠 篭 - .)gLdl)町(山小 山l)
-声仰 ,十 βlJll藍 帥 ′W')r(山′)十 や(-)
･恒 )恒 ′)'- 1九S｡- い′)青十 βlJIcL山 ′山/)
ここで､G(U,u′),C(U,u/)は､次式で定義される応答関数と相関関数のフーリエ
変換である｡
恥 大′)三 [∂<㌔〔"殉 小 ′'], IJ監 窒 h-'l収 十` い′文′q(LJ,tA)′)





吋 l)～,O′- (年｡-.)… ′十字 f覧 C叫 ,山一W′叫 )
一字 †慧 diT'詮 碧 C(oL,叫′)C(山L･WL')a(- 叫一山L恒 叫′･ui')
(年 ｡-I)-,d′- 之九 g(- ′JLro一号コ一拍 'uDJ山′)
C(W,山,'-J覧 悪 的 .叫)A(W .,U.′)- ′叫′)
∧(い･-′' - 之が(- I)音 十F～lc(wJめ′)+^～(W,Jk～(い′)







L (h') ニ H17LS(山)+ 人 ユ凡再(い L,)十机h,十L,月 (tt)
を得る｡これからは､1>>H>>hの場合にのみ注目する｡ (7)～(10)式で外場を陽に
含むのは､ノイズバーテックス^ (O,O')だけで､その項 肯 くu)訂 (U ′)は､
～^(山)ス LtJ')ニ4Hl肌 紬 )十人とは (山 一b)寸SLW十山))i2･九S(- tJ)
+JA12.礼 (a(山一D)十g〔h)十L)))2.九(い-D,′)
十 日,A(17L)lis(b,)(紬 ,-ム)+S'W,'u))十 g'u')(S(- )･S(～,･山)i
(ll)
という形に書ける｡そこで､相関関数と応答関数も
- 5 54 -
｢磁性体における新しいタイプの相転移現象｣
a(h'′h)′)ニユm 8(い十 h)′)C～(い)十 gCL(〟,u)I)





時間並進対称な部分は､ (7)～ (10)式に (12), (13)式を代人してミ (7), (
8)式の8 (O-u ′)に比例する項と (9), (10)式の8 くu+U′)に比例する項に注
目すればよい｡これらのことと､交流磁場hは小きいという仮定から､時間並進対称な相関関数′ヽノ
C (u)は,次のように書けることがわかる｡
e'(小 - C.(山)+ †17cc(山) 十 SC.｡｡)17L頼 tJILJ)+A(U+〟)Vl十0(京 )
(J+)
も - 宥'o'〔Hl+A-'い 掌 円 +o(lsc.i) (lS)
sc､(山)-11年(d)l^y t卜 Lq〔W,lLLFl十字 t乙Ji+o(sc.3) (tも)
C)(hj)= し重 昭 青十苧 tc.(～ )十C.(knb'恒 .'D)十響 †隻C.(dL)C.(叫 )十.･j
卜 椅 (叫,lLLp,1十字 †iJ
応答関数については,
6-I(U, ニ ro一号-(㌢十字 lt)a(d'十号 ど(f-a)




占C｡(a,,i))= 橘 (d'tL亨 も告 (ct(- i)-C.(叫 D))十･･･





である｡ (17), (18), (20)式での ･･･は､Clや GrJの横の積分で表わされる項で
ある ((7), (9), (10)式参照)｡6､C匂(U,V)は､V-0のとき零となり､ (1
9)式から冨 (U)とCl(LJ)は､線形応答における揺動散逸定理を表わす式と同型の式を満
たす｡ (19)式とクラマース ･クロー二､ソヒの関係式, (14)式より､
J告 ÷ bP･yh有(LJ)= 6･～(〟 -o) ニ∫告 (C.(山,-gCo(叫′山)SCt(u))
=C～(*-o) - も ー (I+[監 sco(uJ山))SCICD) (ll)









ことにする｡AT線は､有効緩和時間T=llm w→｡i(描 -1(LJ)/duの発散点 ((18)
(21)式より),
卜 (ト 扉 亡折十字 t｡乙〕-o (ll'
に対応する｡これと (15)式より､H2=3u2q83が得られ､q功を (15)式より解いてA
T線は､
HL = 3仏1(I-T)3 (23)
と与えられる｡
次に､微小な交流磁場hがかけられた場合を考える｡このときの凍結の大きさqを､q～qB




乞 十 1～O/ Cト to)
乞 三 卜 (ト†吉 Ep～ヱ十字も｡1〕
となる｡ (25)式CはAT線からの距離に対応する｡これと (21)式より､交流磁場中での
静的な応答関数は,
毎｡｡ -o) ニ ト t｡- 〔伽 .)S(.Lu)(けJ覧sco(W,山))
= I-手｡-














式での (ltLlt｡/i)恒 叫 /2.7C)C-(～.)C'(山 一叫 ) の項は､いままでの計算により求
められたCl(0)の結果より計算すると､qOIncに比例する寄与があることがわかる｡これ
は､q8が小さいときには､有効緩和時間Tの発散の仕方を､ e ~1からe ~l~O(q｡)のように変
化させる効果をもつ｡これは､Somers･Fischere)によっても､勤的スケーリングの議論により
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